


















































































































































































それでも危機は収まらず， 209 年 2 月には大手銀
行のシティグループが事実上の政府管理下に置かれ，





















クに取り付け騒動が発生し，同年 10 月から 1 月には
スイスの UBS ，クレディスイス，仏 BNP パリバ，英
HSBC ，英バークレイズなどが巨額の損失を発表して
いる。










































207 年 8 月頃からサブプライムローン問題の影響か








ハUn u  n u  n u  - - A
サブプライム問題が深刻化
(07 年 8 月)
6，0 

































中堅生保の大和生命が 209 年 10 月に破綻した o 201 

























た。具体的に数字を見ると， 208 年 8月には日経平
均株価が 18 ，00 円台であったのに対して， 209 年 3
















ルJ から見ていくことにしよう O このモデルは(株)
いままで，米国のサブプライムローン問題に端を発 パーシティウエーブ (197) が Sc 則合の著書(の cle ，
した世界経済危機についてその姿を追ってきたが，今 Growth ，αnd lnflatio: A Survey 01 Contempora η，Macro 四
度はいままで説明してきたことを PowerSim 社のシス めmα mics ，197) から，国民所得というフローの概念























































































も上昇する O バブルの発生である O
そのことは「資産価値の増加J となってストック変








































図表 6 はそれらの数値を 0期から 50 期にわたって
整理したものである O 国民所得は 10 から出発し，バ
ブルの影響から急激に上昇している O しかし， 10 期
になると，バブルが崩壊するため，この期間を境にし
て国民所得は急減し，最終的には初期水準の 10 を下



























50 ト一一一一 v 
バブルの発生 バブルの崩壊
~~亡ゴ〉 日|。l




































































世界経済危機の影響( 1 ) 
β 
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口 在庫 円 5 
C:=Q::>総供給 円/期 総需要の予想/TIMESTEP+在庫補正
c:::()工>総需要 円/期 銀行融資+消費
O 国民所得 円/期 総供給
O 消費 円/期 限界消費性向*国民所得+資産効果






口 資産価値 円 100 
己〈ど>資産価値の増加 円/期 銀行融資*(1+バブル発生)
亡〈主〉資産価値の減少 円/期 資産価値/TIMESTEP* 0.1 * (1+バブル崩壊)
O バブル崩壊 円/期 STEP(0.5， STARTTIME+100{期)) 
O 資産効果 円/期 資産価値/TIMESTEP* 0.05 
4砂 バブル発生 0.5 
[総需要の予想の関係式]
口 総需要の予想 円 100 
己〈工>総需要の予想、の変化 円/期 (総需要一総需要の予想/TIMESTEP)*調整率
O 適正在庫 円/期 在庫率*総需要の予想/TIMESTEP
O 在庫補正 円/期 在庫差*補正率
O 在庫差 円/期 適正在庫-在庫/TIMESTEP
• 調整率 1 • 
補正率 0.25 






口 在庫 円 5 
c:()工>総供給 円/期 総需要の予想/TIMESTEP+在庫補正
亡てヱ〉総需要 円/期 銀行融資+消費+輸出
O 国民所得 円/期 総供給
O 消費 円/期 限界消費性向*(1世界経済危機の影響(3))*国民所得
O 銀行融資 円/期 民間投資*(1一世界経済危機の影響(1)) 
O 輸出 外需*(1一世界経済危機の影響(2)
O 世界経済危機の影響 (1) 訂EP(O.l，訂'ARTIIME+ 100{期)) 
O 世界経済危機の影響 (2) STEP(O.l， STARTTIME+200{期})
O 世界経済危機の影響 (3) 訂 EP(0.05，訂ぽπIME+300{期}) 
• 
限界消費性向 0.80 
. 住宅投資 10 
. 外需 10 
[総需要の予想の関係式]
口 総需要の予想 円 100 
c(主〉総需要の予想、の変化 円/期 (総需要一総需要の予想/TIMESTEP)*調整率
O 適正在庫 円/期 在庫率*総需要の予想/TIMESTEP
O 在庫補正 円/期 在庫差*補正率
O 在庫差 円/期 適正在庫-在庫/TIMESTEP。調整率 1 
• 
補正率 0.25 
4砂 在庫率 0.25 
